
車椅子使用者の日常生活の身体活動量

（共同研究者）
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Tokyo 　Tama 　Sports　Center　for　Disabl・㎡

＼　　　　し　　Kunio　Nakamori　 ／　　　／

Tokyo 　Metro夕olitan　Spor‘t　CenU？r　for　Disabled

：　　　　　　　　　ABSTRACT

To　determine　maχimal　aerobic　capacities　of　wheelchair　dependent

people，　their　peak　oxygen　uptake　（Peak　Vo2 ）　during　arm　cranking

exercise　was　measured　Fifty　paraplegic　male　wheelchair　basketball

players　（Trained ）　and　thirty－seven　untrained　paraplegics　（Un －

trained）　were　studied．　Further　more，　twenty　paraplegics　from　each

group　were　measured　for　distance　of　wheelchair　propulsion　and　heart

rate　in　their　daily　living　for　a　period　of　24　hours．　Peak　Vo2　was

predicted　from　submaximal　HR －　Vo2　relationship　using　age－adjusted

maximal　heart　rate　（220　beats／min－age）．　Distance　of　wheelchair　pro－

pulsion　was　measured　using　Speedometers 　（Cateye　micro　cycloco－

mputer ，　Model　cc　6000）．　Heart　rate　during　24　hours　was　measured

using　a　portable　heart　rate　analyzer　（Vine　company ）

The　results　summarized　were　as　follows：

1．　Mean　Peak　V02　averaged　34．2　and　23．47　mZ／min／kg　in　trained

and　untrained　groups，　respectively．　Peak　Vo2　values　in　trained　par－

aplegics　were　significantly　higher　than　those　in　untrained　paraple－

gics．　（P＜〔〕．01）　　　　　　　　　　　し　　　　　・．

2．　No　significant　differences　were　made　in　distance　of　wheelchair

propulusion　between　the　groups．

3．　No　significant　correlation　between　Peak　Vo2　（mZ ／kg／min）　and

distance　in　daily　living　was　obtained　with　Trained　nor　Untrained

paraplegics．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　卜

4．　There　were　no　significant　differences　between　the　two　groups

in　total　heart　rate，　maximal　heart　rate，　mean　heart　rate　and　distance

of　wheelchair　propulusion　in　their　daily　living．

And　Heart　rate　in　daily　life　was　varied　from　89　to　98　beats／　min，　but

never　exceeded　100　beats／min．

5．　Maximal　heart　rate　during　a　basketball　game　ranged　from　↓35

to　185　beats／min．　And　distance　of　wheelchair　propulusion　during



basketball　game　was　suit　about　twelve　times　as　long　as　that　during

a　normal　day 。

In　conclusion ，　the　data　suggest　that　habitual　physical　activies　do

not　provide　sufficient　circulatory　stimulus　to　develop　or　maintain

ideal　cardiorespiratory　prope Ⅲng　or　aerobic　fitness　to　the　mobile，

sedantary　and　incapacitated　wheelchair　user ．　Sports　and　recreation

are　considered　to　be　more　important　to　physically　disabled　in －

dividuals 　than　able－bodied　persons．

要　　　約　　　　 ・．・・．・．・．・　．・　　　・．

車椅子使用者のリハビリテーション医療終了後

の定期的な身体運動の意義に関する基礎的資料を

求めるために，運動実施群と非運動実施群を対象

として，最大有酸素作業能を比較検討した．さら

に日常生活，および車椅子バスケットボール練習

中の心拍数，車椅子走行距離の測定を行い，以下

の知見を得た．

D 腕クランキングによるPeak　Vo2 は，車椅

子バスケットボール実施群（41 名）が34．20±

5．61　m／／min／kg，　非運動実施群（37 名）が23．47

±3 ．05　ml／min／kgであ った．また両群問には

1 ％水準で有意差が見られた．

2 ）各群20 名の1 日の車椅子走行距離の比較

では有意差が見られなかった．しかし，車椅子バ

スケットボール練習2 時間の走行距離は平日の走

行距離の約12 倍に相当した．また両群ともPeak

Voz と車椅子走行距離間には一定の関係が見ら

れなかった．

3）各群10 名の24 時間の総心拍数，最高心拍

数，平均心拍数および変動係数は両群間に有意差

は見られなかった，また連続して100 拍／分以上

の心拍数を示すものは見られなかった．しかし，

車椅子バスケットボール練習時の最高心拍数は，

138 ～185 拍／分（平均158 拍／分）で70 ～90 ％

HR 一 に相当した．
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4）以上のことから，リハビリテーション医療

終了後に定期的な運動の機会を車椅子使用者に提

供することによって，運動刺激の低下による有酸

素作業能の低下を防ぐ必要があり，その方策の1

つとしてバスケットボールの採用は好適なものと

いえよう，

緒　　 言

近年，車椅子使用者のスポーツは． リハビリ

テーション医療における治療訓練としての活用に

とどまらず，退院後の余暇スポーツとして普及し

つつあり，社会生活および個人の生活において大

きな役割を果たしている．

ところでリハビリテーション医療終了後の車椅

子使用者の継続的な身体運動の実施は，全身的体

力調整や二次的合併症の予防という観点から重要

と思われるが，その効果に関して，多 くの被験者

を対象とした体力医学的検討は極めて少ない現状

である．

そこで本研究では，スポーツ外傷や交通事故に

よって両下肢の機能を喪失し，車椅子で就労して

いる若年障害者を対象として，定期的にスポーツ

を実施している群とそうでない群に群別し，有酸

素作業能と日常生活の運動量を比較す ることに

よって，退院後のスポーツの実施が，体力の維持

や向上に及ぼす影響についての基礎的資料を得よ

うとした．
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研 究 方 法　　　　 卜　　　 … … …　 … …… ……

1 ） 被 験 者　　　　　　　　　　　　　　 ト

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 療 終 了 後 ， 関 東 ， 東 海 地

駟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　　■
区 に お い て ， 定 期 的 に 車 椅 子 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル を

実 施 し て い る 車 椅 子 使 用 者97 名 （ 以 下 ， 運 動 実 施
，

群 ） と 実 施 し て い な い 車 椅 子 使 用 者74 名 （ 非 運 動

実 施 群 ） を 対 象 と し ， 障 害 名 ， 麻 痺 の 程 度 ， 年 齢 ，

仕 事 内 容 お よ び 連 動 実 施 状 況 に 関 す る ア ン ケ ー ト

調 査 を 実 施 し ， 脊 髄 損 傷 に よ る 対 麻 痺 で ， 日 常 は

車 椅 子 で 就 労 し ， 年 齢 ， 機 能 程 度 が ほ ぼ 同 様 な 被

験 者 を 運 動 実 施 群 か ら41 名 ，レ 非 運 動 実 施 群 か ら

訌 ＝名 ↓／ 合 計78 名 を 抽 出 し た （ 表1 ）√ ま た 運 動 実

施 群 は √ 週2 か ら ＝6回 二（ ＼1回 平 均 ！50 分 ）√ 定 期 的

に 車 椅 子 バ ス ケ ・lyト ボ ー ル の 練 習 を 行 っ て い る も

の で あ る ， ま た 身 体 機 能 程 度 の 判 定 は ， 日 本 身 体

障 害 者 ス ポ ー ツ 協 会 編 ， 車 椅 子 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

競 技 規 則 の 障 害 ク ラ ス 分 類1 ）に よ っ た 。

サ2 ） 最 大 有 酸 素 作 業 能 の 測 定 …… … …J　　 ：

78 名を被験者として，腕クランキングによる最

大下 テストを実施し，HR －Vo2 ＝回 帰式 を求 め，

Karvonen の式から算出した個人の最大心拍数を

向帰式に代入し，　Peak　 ‰2 を求め，最大有酸素

作業能の指標とした。なおPeak 寸o2 とは√腕ク

ランキングの最 大 負 荷 時 に おい て，必 ず し も

Vo2＿ の出現条件を満たしていない場合がみら

れるので゛）， 本研究ではVo2 － とぜずPeak

Vo2 ＿ と呼ぶことにした。

図I　Experimental　setting　of　arm　・cranking

表I　Physical　characteristics　of　subjects　
づ　 …

… 万 ，

Trained 　（N ＝　41）　　　　Untrained 　（N ＝　37）

Age （yrs ）　　Mean 士SD　　　　33 ．8±7 ．2

Max　　　　　　　　 ／13．0

Min　　　　　　　19 ．0

一 一一 一 一
Classification厂　　　＼

Class　 ↓　　　　　　7

Class　2　　　　　28

Class　3　　　　　　2

CIおs＞4　　　　　　4

一一 一
Diagnosis　　　　　　Spinal　cord　injury　　‥

complete　　N ＝37

imcomplete　N ＝4

四　　　 ・・　　　　・
Wheelchair　Basketball　（frequency　per　week）

2　day／week　　N ＝　19　 こ　づ

3　day／weeh　　N ＝　15　　
プ

4　day／week　　N ＝2

5　day／week　　N ＝3

6　day／week　　N ＝2

Body　heigh 卜（em）’　　　　　　　　164．9±5 ．5

Body　weight　（kg）　　　　　　　　　52j±7 ．2

34．3士9．7

45，0

18，0

5

9
4
9

工

Spinal　cord　injury　y　‥‥‥

complet む　　N ＝　31

imcomplete　N ＝6

↓62 ．9±2↓．9

52 ．7±6 ．3



つ ぎ に ， 腕 ク ラ ン キ ン グ の 負 荷 方 法 は ， 自 転 車

エ ル ゴ メ ー タ （Monark 社 ） の ペ ダ ル 軸 が ， 肩 関

節 軸 と ほ ぼ 水 平 に な る よ う に 台 上 に 設 置 し ， 両 上

肢 で 交 互 に ク ラ ン キ ン グ を 行 わ せ た ． ま た ペ ダ ル

は 上 肢 の 把 持 用 に 改 良 し た （図1 ）．負 荷 手 順 は 回

転 数 を 毎 分50 回 の 一 定 と し ， 先 ず3 分 間 ，　0．5　kp

の 負 荷 で ウ ォ ー ミ ン グ ァ ッ プ を 行 わ せ た 後 ， 最 初

0．5kp で4 分 間 ご と に0 ．5kp づ つ 漸 増 し ， 各 負 荷

の 最 後 の1 分 間 の 心 拍 数 と 酸 素 摂 取 量 を 測 定 し ，

HR ＝Vo2 関 係 式 を 求 め た 厂 な お ， 被 験 者8 名 に つ

い で 最 大 運 動 時 の 実 測 値 と 推 定 値 の 誤 差 を 検 討 し

た 古 こ ろ ，2 ．27 士 工59mX ／min ノ㎏ で あ っ 九 心 拍

数 の 測 定 は 胸 部 双 極 誘 導 方 に よ る 心 電 位 を 安 静 ，

運 動 中 ． 全 過 程 に わ た っ て 記 録 し ，30 秒 ご と に

RR 間 隔 を 数 え ，そ れ を1 分 値 に 換 算 し て 用 い た ．

ま た ， 呼 気 ガ ス 分 析 は ，｛ ア ロ ビ ッ ク プ 卩 セ ッ サ

391 （ 日 本 電 気 三 栄 ） を 用 い ，1 分 ご と に 連 続 記 録

し た ．．，…… … ……… レ　 十…… ……
卜
………I… ……… ……

万一．

3 ） 車 椅 子 走 行 距 離 の 測 定　 〉　　 ……… …………：ケ

………1・車 椅 子 走 行 距 離 は ，卜市 販 の ス ピ フIド メ フ タ

（Cateye 　Micro　CyclocQmp 叫 紲 に：Model 　CC －

6000 ， 遐 下 に 距 離 計 ）．を 用 い ，ノ車 椅 子 に 容 易 に ，

か つ 強 力 に 装 着 す る た め の アタ ッ チ メ ン ト を 製 作

し ，……取 り 付 け た
＼
（ 図2 ）レ……ま た 本 距 離 計4 ま，：……4　km／

hj 以上 この 速 度 が 計 測 範 囲 で あ る こ と ， ま た 日 常 生

活 に お け る 車 椅 子 走 行 で は 時 折 ， 走 行 停 止 ， 低 速

図2　Measurement　of　distance　on　wheelcair

… ……propu！usi叫 ／　……………：・・，．
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度の歩行小刻みな動作や 夕，ン動作が 行われるの

で測定誤差 についての予 備的検討が 必 要であ っ

た． そこで車椅子での日常生活におけ る実際の駆

動様式を想定して以下のことについて 検討した．

すなわち1 ）車椅子直進走行時2 ）左 右のターン

動作における距離計の測定誤差を検討 した． 卜

その結果，直進走行時の距離計の表 示値は，0

m を始点 として10m づつ距 離を延 ば しなが ら

100　mまでをそれぞれ5 回づつ計測した結果い す

べての計測地点で実測値より10m 少こないこと，

また両車輪に距離計を装着し， ターン動作時に夕

イヤの横す べりが起こ らない10　km／hr程 度のス

ピフドで10m の距離を5 往復 した場 合，回転方

向側の表示値は177　m ，　反対側 は215 　mであり，

いずれも再現性は高かった　　　　　 ：ダ ∧… …

しか し， それぞ れの表示 値 は実測値 よ り小 さ

く．また，その差はそれぞれ 叨m ，卜5m であり，

回転 と反対への車輪に距離計を装着し だ場 合の誤

差が小さかっか　 したがって距離計は両車輪に装

着しj，十走行距離の大きい方を採用した．卜つまり本

研究での車椅子走行距 離とは4　krn／h　以上の速 度

で得られたものであり，また上記の誤差を含んだ

値である． しかし，同ッ 条件でご2群間 の走行距離

の大小を比較する場合の簡易な方法として，有 効

であろうと思 われる．

△いまだ走行距離の測定は，勤務時間が ほぼ同様な

2ものを，各群20 名づつ抽出した．測定 時間は起床

し，車椅子に移乗したときから，車椅子を降りる

：までの時間 とした． さらに運動実施群8 名 につい

て，日常での車椅子バスケットボール練習中（2

時間） の走行距離を測定した．

ニ：4）　24時間の連続心拍数と車椅子 バ スケット

ボT ル練習時の心拍数の測定　　　　 ……………………

二運動実施群16 名，非運動実施群U 名を対象と

し，平日勤務日の24 時間の心拍数を測定した卜ま

た運動実施群は車椅 子バスケットボール練習日以

外（p平 日 に測定 した厂心 拍 計 は携帯 用心 拍 計
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（Vine 社）を用い，1 分間隔で測定した．データ

処理は専用のインターフュイスを介して，パーソ

ナルコンピュータに取り込んだ．

結　　 果

1 ．　Peak　Vo2 と車椅子走行距離

各 群 の 腕 ク ラ ン キ ング負 荷 に お け るPeak

V02 と車椅子 走行距離の結果を表2 に示した．す

なわち， 運動実施群のPeak　Vo2 は25 ．8～54 ．6

ml ／kg／min 　（34．20±5 ．61　mZ／kg／min）で，非運

動実施群は18 ．6～34 ．3　ml／kg／min　（23．47±3 ．05

m ／／kg／min） であり， 両群間に1 ％ 水準で有意

差が見られた．つぎに日常 の車椅子走行距離は，

運動実施群が400 ～920　m　（625 ±129　m ），非運

動実施群が410 ～900　m　（619 ±131　m ） で両群

とも個人差が大きく，両群間に有意差は見 られな

かった．一方，車椅子バスケットボール練習2 時

間の走行距離 は，5960 ～↓0650　m　（7625 ±1740

m ）であった．

次 にPeak　Vo2 と車椅子走行距離 との関 係で

は， 両群と も両者間 には一定の関係がみられな

かった（図3 ）．

2 ．　24 時 間心拍数の変動と車椅子 バスケット

ボール練習時の心拍数変動
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図3　Relatio 　n　between　peak　V02　and　distance　of

wheelchair　propulusion

図4 は24 時 間 心 拍 数 の 変 動 に つ い て ， 捐 傷 高

位 が 同 一 の 腰 髄3 番 損 傷 で 完 全 麻 痺 の も の を 両 群

か ら1 名 づ つ 示 し た ． 上 段 は 運 動 実 施 者 （25 歳 ），

下 段 は 非 運 動 実 施 者 （27 歳 ） の 結 果 で あ る． す な

わ ち ， 運 動 実 施 者 ， 非 運 動 実 施 者 の 最 高 心 拍 数 は

そ れ ぞ れ108 拍 ／ 分 ，　101 拍 ／ 分 ， ま た 平 均 心 拍

数 は そ れ ぞ れ79 ．3±8 ．8拍 ／ 分 ，72 ．8±10 ．7拍 ／

分 で あ っ た ．

つ ぎ に 各 群 の1 日 の 総 心 拍 数 ， 最 高 ， 平 均 心 拍

数 お よ び 変 動 係 数 を 比 較 し た も の が 表3 で あ る ．

す な わ ち ， い ず れ の 項 目 に お い て も 両 群 間 に 有 意

差 は 見 ら れ な か っ た ．

つ ぎ に 図5 は 運 動 実 施 群 の 中 で 機 能 レ ベ ル が 高

い も の と 低 い も の2 名 の 車 椅 子

表2　Peak　Vo2　and　distance　of　wheelchair　propulusion

Group Peak　v02

mZ／kg／min

distance　of　wheelchair

propulusion（m）

Trained 34．20士5．伊（N ＝　4↓） 625土↓29　（N ＝　20）

Untrained 23．47土3．0　（N ＝　37） 619 士131　（N ＝　20）

＊P ＜0 ．01

表3　Heart　rate　and　distance　of　wheelchair　propulusion　during

wheelchair　basketball　game

Trained （N ＝8 ）
Heart　rate

（bpm ）

distance　of　wheelchair

propulusion　（m ）

Max

Min

mean 　（SD ）

158．4土丘5

146．3土13．5

10650

5960

7625 土1740

バスケットボール練習中2 時間

の心拍数の変動を示した．すな

わち，練習中の最高心拍数は，

前者が160 拍／分，＝後者が170

拍／分また平均心拍数がそれぞ

れ129 ．8±22 ．6拍／分，　134．3

±29 ．13拍／分であった． また

心拍数の出現頻度は前者が110

～129 拍／分が12 分，130 ～

149 拍／分か57 分，　150 ～169

拍／分か22 分であった．また

後者は，それぞれ7 分，30分，
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表4　Heart　rate　during　24　hours　of　each　group

20

L

24

Locomotion

Heart　rate　during　24　hours

Group Total　HR

beats

Max　HR

beats

Mean　HR

beats

SD ／MeanHR

（％）

Trained

N ＝16

111256土86阻 117．3土9．8 75．2土2．7 13．7土2．1　NS

Untrained

N ＝n

114955土8790 皿6．2土13．7 74．6土2．6 13．2土2．1　NS
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52分，亅8 分で170 拍／分以上が1 分であったレ

つぎに被験者8 名の， 最高心拍数は138 ～185

拍／分 （平均158 拍／分）， 平均心拍数は127 ～

163 拍／分（平均146 拍／分）であり，70～90 ％

HR 一 に相当した．

考　　　察

行動体力の要素の中で，有酸素作業能力の指標

として，最大酸素摂取量が国際的に採用されてい

る．しかし，この測定は負荷条件において，被験

者の最大努力が要求されるので，日常運動を行っ

100

Running
shoot　　　　・．
pick　up　　1　3　VS4　1

100

ていない車椅子使用者にとっては，内科的リスク

と関連した問題が少なくない．そこで本研究で

は，最大下作業における心拍数と酸素摂取量との

関係式から， 予測最大心拍数を代入しPeak

Vo2 の測定を試みた．

また，国内外での車椅子使用者のための運動負

荷様式として，トレッドミルやローラー上での車

椅子走行，腕クランキングおよび車椅子エルゴ

メータなどが用いられている．しかし，いずれの

負荷法も，障害の程度や内容が多様化しているた

め，標準化が困難である．したがって障害の状況



に応じた多段階的負荷法が望 まれる．

そこで，本研究では運動様式として，負荷が定

量でき，かつ装置の移動の簡易さから，自転車工

ルゴメータを応用し，腕 クランキ ング負荷を採用

した．ところで，これまで，全身 持久性の評価と

しての腕クランキング負荷の信頼性や妥当性につ

いて検討し た数少ない研究報告をみると，　Bar－

Or ら（↓975）゚ は，28 ±8 ．8歳の健常者男子41 名

を対象として，本研究と同様に自転車エルゴメー

タを応用し，漸 増負荷法による腕 クランキング負

荷の全身持久性評価のための信頼性と妥当性につ

いて検討している．

そ の 結果，2 回 の反 復 測定 に お け るVo2 ＿

VE －，HR － の相関が，それぞれ0 ．94　0．98，　0．76

であり，信頼性が高いと述べてい る．しかし，そ

の内，18 名について，腕 クランキングと同一時間

でexhausion に達す るように設定 されたトレッ

ド ミル走による最大運動時のV02 － との相関が

0．74（標準誤差 椢4　mi／kg／min）であったことか

ら，全身持久性の予測としての妥当性はやや低い

と述べている．しかし，本研究の負荷時間は12 分

で，強度もそれより低いものであった．

また指宿 ら5）は健常者を対象 とし，自転車エル

ゴメータでの最大運動 における，Vo ，＿ の水準か

ら群別し，さらに車椅子スポーツ競技選手を対象

とし，本研究で用いた負荷強度における血中乳酸

濃度を測定 し，筋疲労の影響について検討した．

その結果，健常者中・長距離選手，車椅子 スポー

ツ競技選手および健常者非運動実施群の順にLA

値 は低い値を示し，健常者中・長距離選手群が非

運動実施群や車椅子 スポーツ選手群より有意に低

いことから，筋疲労の影響は少なく，全身循環の

良否との関連性を指摘した．さらに，本研究の予

備 実 験 に お い て， 被 験 者8 名 を 対 象 と し た

Peak　Vo2　の実測値 と予測値の標準誤差は2 ．27±

1．59　m／／mjn／kgであり，本研究で用いた間接法に

よるPeak 　Vo2は， ほぼ個人 の実測値に近似する
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値を示しているものと考えられた．

さて，これまで報告された車椅子ス ポーツ競技

選手の最大酸素摂取量の値は，　39 ．4　mi／min ／kg

（Miles ，1977 ）6），37 ．4　m^／kg／min　（Cameron ，

1977）≒39 ．0　m／／kg／min　（Wicks ，　1977）R　，ま

た ボ スト ンマ ラソ ン優 勝者 の64 ．6　m／／min／kg

（Grandee ら，1980 ）9）は，これまで車 椅子者の報

告の最大値であろうと思われる．　　　 ／

次に，日本人の車椅子バスケットポ ール競技選

手 を対象 とした報告を みると，　39．8±3 ．8　ml／

min ／kg（石原，1984）1≒35 ．3±9 ．4　mZ／min／kg

（Kobayashi ，　1988）u）　，また指宿ら （1987）！2jの

地域の車椅子バスケットボール愛好者 を対象とし

た28 ．7±9 ．4　ml／min／kgがあ る．

一方，日常定期的に運動を実施していない車椅

子 者 の 最 大 酸 素 摂 取 量 は，　19 ．6　m／／min ／kg

（Zewiren　1975）13），24 ．4　ini／min／kg　（Pollock

1975）”＼　23．8　mZ／min／kg　（初山，1985）15）があ る．

本研 究 のPeak　Vo2　は， 運動 実 施群 が34 ．20±

5．61　mZ／min／kgであり，これらの非運動実施群が

23．47±3 ．05　mZ／min／kgで両群間に有 意差が見ら

れた． すなわち，本研究の運動実施群 は，これら

の報告と比較しても，比較的高い有酸 素作業能を

有し，非運動実施群より有意に高いことから，日

常のトレー耳ングの影響が推定される．

またKofsky ら（1980）16）は，日常生活 の車椅子

で動作や移動は，個人の有酸素能力 の維持や改善

を図るための適当な運動刺激としては低いことを

述べている．しかし， 日常生活の運動 量や運動刺

激に関しては検討していない．

そこで本研究では，車椅子用走行距 離の測定 と

心拍数変艢を手がかりとして，1 日の運動量と運

動強度の検討を試みた．しかし本研究 で用いた車

椅子走行距離の測定は，41　m／hr　の低 速度，停止

およびターン動作時に積算されてない ことから実

際の走行距離より少ないと推定される が，各群 の

運動量の大小の比較を行うための簡易 な方法であ
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ろうと思われる．その結果，表示された日常生活

の車椅子走行距離は運動実施群と非運動実施群の

間に有意な差 はみられなかった．しかし2 時間の

車椅子練習時の走行距離 は，平均7625　m で，これ

は運 動 実 施 群 お よ び非運 動 実 施 群 の12 ．2％，

12．3％ に相当 し，車椅子バスケットボール練習時

の運動量が大 きいことが明かであった／

また，総心拍数，最高心拍数，および平均心拍

数において運動実施群と非運動実施群間に有意差

は見 られなかった． さらに平均心拍数 は両群 とも

100 拍 ／分を連続して越えるものはみられなかっ

た． しかし，車椅子バスケット ボール練習時は，

比較的高い心拍数の水準を示し，　138　－　185　拍 ／

分（平均158 拍 ／分）であり，70　－　90％HR ＿ に

相当 した．これは，車椅子バスケットボール練習

中 の運動強度を検討 した結果とほぼ同様であっ

た夕7）`20恍 すなわち，障害内容，車椅子の経験，

車椅子のデザインと重量およびゲーム内容の差は

考慮 しても，車椅子バスケッFヽボールの運動強度

は高 い水準にあることが明かであった．

以上のことから，リハビリテーション医療終了

後の定期的な車椅子バスケ タヽト ボールの実施は，

車椅子使用者の有酸素作業能 の維持と向上のため

の有効な手段であることが指摘された．また車椅

子使用者のほとんどが，軽作業の仕事であり， ま

た通勤手段 は，車の使用であった． さらに車椅子

での移動時間も僅かであった， このことは，自発

的に運動を実施しない限り，日常生活においては

全身持久性の向上のための適当な運動刺激を得る

ことが困難であることが指摘さ れた．したがって

リハビ リテ ーショ ン終了 後の車椅子使用者のス

ポーツ， レクリェーション活動は， 健常者以上に

重要であり， 体育的意義があるといえよう．
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